
令和５年度
岡山市の総合相談支援体制づくり
（重層的支援体制整備事業）について

岡山市 保健福祉局 保健福祉部

保健福祉企画総務課
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岡山市の概要
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• 平成21年4月1日、全国で18番目の政令指定都市に移行。

• 中国地方で広島市に次ぐ２番目の都市

• 人口：約７０万人（政令市１９位/２０市）

• 市域面積：789.95㎢（政令市６位。東京２３区の1.3倍、大阪市の3.5倍）

住民基本台帳人口
（令和5年5月末現在）

岡山市計

人口 699,698

世帯数 339,312

65歳以上人口
188,343

高齢化率 26.9%



岡山市の窓口・相談機関について
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○行政区：４区

⇒区役所

○福祉区：６区

⇒保健センター、福祉事務所、
地域包括支援センター

○中学校区：36区

⇒一部地域包括支援センターを
設置（１０カ所）

○小学校区：96区

※成年後見センター：１カ所

（市保健福祉会館内（市役所隣）

○相談機関は各制度の圏域や各自治体の状況に応じて設置している。
○岡山市では福祉区を定め、福祉区毎に保健センター、福祉事務所、地域包括支援センターなどの相談
機関を設置している。



岡山市の総合相談支援体制づくりについて

○ 各相談機関は制度をベースとした専門性で支援を実施
⇒専門性をタテに専門外は手をつけず、押しつけ合い、
たらいまわしが発生する

○ 利用者目線ではない局所的なアセスメントをしてしまう。
⇒相談機関は自分たちの所管のサービスのみを利用者に
提案することから、複数の相談機関が関わる場合、利用
者が何を優先すべきか判断できない、といったことが起き
る。

ワンストップ窓口を作るのではなく、様々な相談機関でこれまで培ってきた各分野の専門性をいかしながら、
それぞれの相談機関が連動する体制を作る。

考
え
方

どの相談機関に市民が相談しても、保健・福祉が連動したサービスを漏れなく提供する体制づくりを推進

方向性

○ 岡山市では中学校区、福祉区など様々な圏
域がある中で各相談機関が点在

○ 各相談機関は圏域をベースに支援を実施して
いる。
⇒制度によって圏域が異なる中、ワンストップ
窓口を作ることは困難

圏域 専門性

4



【役割】 調整困難ケースを関係機関からの受付
ケースの情報整理、関係機関等との連絡調整し会議準備

ケアマネジャー
地域包括支援センター

など

相談支援事業所
相談支援機能強化等

事業所など

保健センター
地域こども相談センターなど

福祉事務所
寄り添いサポート
センターなど

相互
調整

高齢者

随時
相談

【役割】 庁内関係部署への参加調整等

岡山市保健福祉企画総務課調整

対象ケース
(2）「相談機関一覧」を作成して役割を見
える化した上で、他機関からの相談を断
らないことをルール化

(3)多機関協働事業

障害者 子育て
生活保護
生活困窮者

○連携先が確定しない
○適切な支援メニューが決まらないなど

・ワンストップ窓口を作るのではなく、様々な相談機関でこれまで培ってきた各分野の専門性をいかしながら、それぞれの相談機関が連動する体制を推進。
・複数の制度に基づくサービスの組み合わせを調整することで、世帯にとって最適なサービスを提供する。

どの機関に相談があっても、市全体で受け止める相談体制

（４）＜複合課題ケース検討会（支援会議）を開催＞

(1)「つなぐシー
ト」を導入し、世
帯全体の課題把
握と断らない相
談を推進

相談支援包括化推進員

（５）複合課題解決アドバイザーを配置
（各分野における相談機関の長、会長などを選任）

多機関による連動した支援の実施

アドバイザー派遣

調整困難な場合

相互
調整

相互
調整

【役割】 困難ケースへの支援の助言等
【役割】 ・相談支援機関等の役割分担の明確化

・情報共有・支援調整
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複合課題を解決するまでの流れ（総合相談支援体制）



複合課題ケース検討会（支援会議）の様子（例）

障害者基幹相談支援センター
（本人支援）

ケアマネ事業所
（本人支援）

相談支援包括化推進員
（ファシリテーター）

市保健福祉企画総務課
（全体調整・役割分担）

介護保険課
（介護保険制度 所管課）

健康づくり課精神保健担当課長
（アドバイザー）

地域包括支援センター総センター長
（アドバイザー）

障害・生活福祉部長
（アドバイザー）

福祉事務所
（パートナー支援）

病院 精神保健福祉士
（パートナー支援）
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地域包括支援センター
（本人支援）

〇関係機関20名が参加。
〇それぞれの情報を持ち寄り、世帯全体の支援方針についてチームで検討



（表） （裏）

7

（1）つなぐシート（複合課題チェックシート）

【 Point 2】
異なる相談機関との情報共有をスムーズに行うため、
本人署名（同意）欄を設ける
※同意がなくとも、複合課題ケース検討会を社会福
祉法及び生活困窮者自立支援法に基づく「支援会
議」に位置付けることで積極的な情報共有を実施

【Point 1】
世帯全体の課題を漏れなく把
握するため、困りごとの有無を
チェックする欄を設ける



電話番号

主 副 （086）

★ 1
在宅医療に関すること（かかりつけ医の紹介、主に医療関係
者からの相談）

地域ケア総合推進センター 奥山 - 北区北長瀬表町二丁目17-80 ２４２－３１3５ - 平日　8：30～17：15

2 医療に関する苦情、心配事の相談 保健所総務課 坂本 小西 北区鹿田町一丁目1-1　2F 803-1254 5217 平日　8：30～17：15

3 予防接種、感染症予防、エイズに関する相談 保健所感染症対策課感染症対策係 石原 - 北区鹿田町一丁目1-1　2F 803-1262 ５２３０ 平日　8：30～17：15

4 難病に関する医療受給者証の申請に関する相談 健康づくり課特定疾病係 柿本 村上 北区鹿田町一丁目1-1　2F 803-1271 5239 平日　8：30～17：15

5
未熟児養育医療費・小児慢性特定疾病医療費・自立支援医
療(育成医療)費給付に関する相談

健康づくり課特定疾病係 柿本 村上 北区鹿田町一丁目1-1　2F 803-1271 5239 平日　8：30～17：15

★ 6
こころの健康(若年性認知症・アルコール関連問題)等につい
ての相談

各保健センター <別紙> <別紙> <別紙> 平日　8：30～17：15

7 精神保健福祉に関する相談のうち、複雑又は困難なもの こころの健康センター 佐藤 妹尾 北区鹿田町一丁目1-1　4F 803-1273
5443、
5444

平日　8：30～17：15

★ 8
高齢者の介護や保健・医療・福祉などに関する相談（認知
症、虐待など含む）

各地域包括支援センター <別紙> <別紙> <別紙> 平日　8：30～17：00

9 介護保険の申請 各福祉事務所 <別紙> <別紙> <別紙> 平日　8：30～17：15

10 介護保険サービスの利用に関すること 介護保険課 吉本 宮原 北区鹿田町一丁目1-1　7F
803-1240
803-1241

5782 平日　8：30～17：15

★ 11
障害者の一般相談支援（福祉サービスの利用に関する相談
等）

相談支援機能強化事業所 <別紙> <別紙> <別紙> <別紙>

12
介護者の急病など障害者の緊急時対応支援（24時間365
日）

地域生活支援拠点事業所 <別紙> <別紙> <別紙> <別紙>

13
障害者虐待に関すること
医療的ケア児の相談に関すること

岡山市障害者基幹相談支援センター 村上 平松 北区平田407 2５９－５３０１ - 平日　8：30～17：15

14
多障害や早期専門的な対応など地域における障害児支援等
に関すること

児童発達支援センター <別紙> <別紙> <別紙> <別紙>

15 障害者の居場所（創作活動や生産活動）に関する相談 地域活動支援センターⅠ型 <別紙> <別紙> <別紙> <別紙>

16 身体・知的障害に係る障害福祉サービス、障害者手帳の申請 各福祉事務所 <別紙> <別紙> <別紙> 平日　8：30～17：15

17
身体障害に係る専門的な相談（身体障害者手帳、補装具、更
生医療）

障害者更生相談所 長江 - 北区鹿田町一丁目1-1　4F 803-1248 5421 平日　8：30～17:15

18 知的障害に係る専門的な相談（療育手帳） 障害者更生相談所 安田 - 北区鹿田町一丁目1-1　4F 803-1247 5424 平日　8：30～17:15

19
精神障害者保健福祉手帳・自立支援医療(精神通院医療)の申
請、精神障害者の障害福祉サービス(介護給付・訓練等給付)・地
域生活支援事業利用の申請に関する相談

各保健センター <別紙> <別紙> <別紙> 平日　8：30～17：15

20 精神障害者の日常生活用具給付に関する相談 健康づくり課精神保健係 木本 石原悠 北区鹿田町一丁目1-1　2F 803-1267 5273 平日　8：30～17：15

21
難病患者の日常生活用具給付・障害福祉サービスの申請に
関する相談

健康づくり課特定疾病係 柿本 村上 北区鹿田町一丁目1-1　2F 803-1271 5239 平日　8：30～17：15

22 精神保健福祉に関する相談のうち、複雑又は困難なもの こころの健康センター 佐藤 妹尾 北区鹿田町一丁目1-1　4F 803-1273
5443、
5444

平日　8：30～17：15

23 発達障害に関する相談 発達障害者支援センター 磯山 松本 北区春日町5-6　1F 236-0051 - 平日　8：30～17：15

※　★は各分野で相談先の判断に迷った場合に連絡する機関。

相談項目 相談内容 所在地№ 機関名
担当者名

受付時間内線

R4年度版
　　　　相談機関一覧

病気・医療について

こころの問題（メン
タルヘルス）につい
て

障害について

介護について

（2）相談機関一覧

【 Point 1】
分野ごとに相談機関を整理し、
役割を見える化

【 Point 2】
各分野において、つなぎ先が判断で
きない場合の相談窓口を★印で明
確化
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【 Point 3】
相談者を適切な相談機関に
確実につなげるため、各相談機
関の担当者名を明記



○ 市民からの直接の相談は受けず、相談機関からの相談を受け付ける

○ 個別ケースを直接支援するのではなく、相談機関を後方支援する位置づけ

○ 相談機関の役割分担が決まるまでは主体的に動き、決まった後は相談機関と共にケー
ス管理を実施

○ 役割分担は主管課である保健福祉企画総務課が最終的に決定

ポイント
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○実施方法 社会福祉法人 岡山市社会福祉協議会へ委託

○実施体制 相談支援包括化推進員 ４名（R4～：１名増員）

（１名：社会福祉士兼精神保健福祉士 １名：精神保健福祉士 ２名：社会福祉主事）

1. 各相談機関から得られる情報を整理し、世帯全体の課題を見える化

2. 複合課題ケース検討会の準備と開催（相談機関との連絡調整や支援プランの作成など）

3. 適切な支援が導入されるまでモニタリングを行い、進捗管理
4. 当面の支援の見通しがつき、支援機関同士で合意形成、一定期間モニタリングの後に相談支援

包括化推進員の支援は終了（新たな課題があれば、支援体制の組み直し）

5. 就労や通いの場などへのつなぎを実施

相談支援包括化推進員の役割

（３）相談支援包括化推進員の配置（多機関協働事業）



（4）複合課題解決アドバイザー

分野 所属 職 備考

医療

岡山市保健所 所長 医師

岡山市保健福祉局保健福祉部医療政策推進課
地域ケア総合推進センター

所長 保健師

高齢者福祉 岡山市地域包括支援センター 総センター長 保健師

障害福祉 岡山市障害者基幹相談支援センター センター長
社会福祉士、精神保健福祉士、主任相談支援
専門員、介護支援専門員

障害福祉・
生活困窮

岡山市保健福祉局障害・生活福祉部 部長

保健 岡山市保健福祉局保健所健康づくり課 課長 保健師

精神保健 岡山市保健福祉局保健所健康づくり課 精神保健担当課長 保健師

福祉サービス・
生活保護

岡山市保健福祉局障害・生活福祉部 参事（北区中央福祉事務所長）

児童福祉

岡山市岡山っ子育成局子育て支援部
こども総合相談所

参事（こども総合相談所長） 臨床心理士、公認心理師

岡山市岡山っ子育成局子育て支援部
こども福祉課

主幹 元障害・生活福祉部長、元こども総合相談所長

岡山市岡山っ子育成局子育て支援部
岡山市発達障害者支援センター

所長 保健師

生活困窮
岡山市社会福祉協議会生活支援課
寄り添いサポートセンター

室長 社会福祉士

地域福祉 岡山市社会福祉協議会地域福祉課 課長 社会福祉士

○ 各分野における相談機関の長（センター長など）を複合課題解決アドバイザーとして選任。
○ 複合課題解決アドバイザーは、困難ケースの対応方針についての助言・指導を行う役割を担う。
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重層的支援体制整備事業移行への経過

○複合課題を抱える世帯への支援について、本人が有する特定の個別課題には対応できているが、福祉サービス導

入後の地域とのつながりや関係性は不足。

○複合課題ケース検討会後のモニタリングや方針確認、進捗状況把握の場がなく、役割を担う機関の負担が増加。

○制度の狭間にあるケース（診断名がなく社会適応できずにいる状況など）の支援者としてのアウトリーチが不足。

総合相談支援体制づくりを通じて見えてきた課題

支
援
の
方
向
性

・本人の属性や本人が抱える課題に対応するため
の支援

・専門職による伴走型支援

・地域や社会へのつながりや社会参加に向けた支援
・地域住民が出会い、お互いを知る場や学び合う機
会を通じて地域住民同士で気にかけ合う関係性を
育む

①福祉的な課題への支援 ②社会とのつながり支援

地域住民の複雑・複合化した支援ニーズに対応する、より包括的な支援体制を構築するため、
相談支援、社会参加への支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施する

「重層的支援体制整備事業」の取り組みを開始（R4年度～）

※関係機関へのアンケート調査を実施（R3）
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＜具体的な事業例＞

生涯活躍就労支援事業

支援付就労推進事業

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

○就労準備段階からの訪問支援

マッチング 体験 定着

再調整

再訪問

訪問 進捗管理 生活安定

終
結

終
結

終
結

参加支援事業 【拡充】

○就労先や通いの場とのマッチング
○地域資源へのつなぎ

＜具体的な事業例＞

既存の訪問活動

就労準備支援事業

複
合
課
題
ケ
ー
ス
検
討
会

役
割
分
担
の
決
定

○課題の解きほぐし
○支援機関同士の連携

新たな総合相談支援体制づくり（重層的支援体制整備事業のイメージ）

（
包
括
的
相
談
支
援
事
業
）

各
相
談
機
関
で
相
談
受
付

調
整
困
難
な
複
合
課
題

既
存
の
取
組
か
ら

さ
ら
に
一
歩
先
へ
！

○多分野の活動団体を集めた交流
会開催によるコラボ活動の促進
○定年退職者等の地域活動への参
加を促すための研修会の開催

地域づくりに向けた支援事業
連携ができた場合
（各機関同士で対応）

重
層
的
支
援
会
議

新

＜具体的な事業例＞

地域介護予防活動支援事業

生活支援サービス体制整備事業

地域活動支援センター事業

地域子育て支援拠点事業

協働のまちづくり推進事業

支援付就労推進事業

①福祉的な課題への支援 ②社会とのつながり支援

状況に応じて
再検討

状況に応じて
再検討

支援プランの
作成、評価
（評価項目等）
多機関協働
参加支援
アウトリーチ

アウトリーチ等を通じた
継続的支援事業

重層的支援体制整備事業
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多機関協働事業
（相談支援包括化推進員）

複雑・複合課題を抱えた市民に対して、市の関係課・相談機関が連動して支援を行う ①福祉的な課題への支援

に加え、就労や通いの場など ②社会とのつながりが定着するまでの支援 を実施



重層的支援体制整備事業（岡山市の実施事業）

保健福祉局、岡山っ子育成局などの分野を越えた関係課が、重層的支援体制整備事業の意義や考え方の

共通認識を持ち、断らない相談支援、社会参加への支援、地域づくりに向けた支援の取組を一体的に実施。

13

対象事業 岡山市事業名（小事業名） 実施主体 担当課名

イ 地域包括支援センターの運営 地域包括支援センター運営費（重層）（特） 委託 地域包括ケア推進課

ロ 障害者相談支援事業 地域生活支援事業費（重層）（特）
委託
補助

障害福祉課

保育利用者支援関係事務費（重層）（特） 直営 就園管理課

妊産婦相談支援事業（重層）（特） 直営 保健管理課

二 自立相談支援事業 生活困窮者等支援事業（重層）（特） 委託 生活保護・自立支援課

第2号 参加支援事業 参加支援事業 生活困窮者等支援事業（重層）（特） 委託 生活保護・自立支援課

介護予防センター事業費（重層）（特） 委託 地域包括ケア推進課

健康教育事業費（重層）（特） 直営 保健管理課

総合特区高齢者活躍推進事業費（重層）（特）
直営

（一部委託）
医療政策推進課

ロ 生活支援体制整備事業 生活支援サービス体制整備事業費（重層）(特） 委託 地域包括ケア推進課

ハ 地域活動支援センター事業 地域生活支援事業費（重層）（特） 補助 障害福祉課

二 地域子育て支援拠点事業 地域子育て支援拠点事業（重層）（特）
委託
直営

地域子育て支援課

生活困窮者等支援事業（重層）（特） 委託 生活保護・自立支援課

協働のまちづくり推進事業費 直営 市民協働企画総務課

まちづくり推進事業費 直営 市民協働企画総務課

第4号
アウトリーチ等を通じた
継続的支援事業

アウトリーチ等を通じた
継続的支援事業

生活困窮者等支援事業（重層）（特） 委託 生活保護・自立支援課

第5号
第6号

多機関協働事業、
支援プランの作成

多機関協働事業 地域共生社会推進事業費（重層）（特） 委託 保健福祉企画総務課

機能

地域づくり事業

利用者支援事業ハ

第3号

イ

地域づくりに向けた
支援事業

地域介護予防活動支援事業

第1号 包括的相談支援事業



○高年齢者（シニア）が社会で役割を持ち、生きがいを持って活躍ができるよう就労支援を実施

〇社会福祉協議会と民間就労支援機関（Ｒ５：穴吹カレッジサービス）１社で支援

○生涯かつやく支援センターを窓口に受付・登録を行い、支援機関は利用者の健康状態やニーズに応じて、企業に対して業務の

切り分けなどの調整や働きやすい職場づくりに理解を求めながら就労先とのマッチングを行う。就労後も定着支援を実施

○労働条件の調整などで比較的就労につながりやすい人は民間機関が、就労以外にも生活全体の支援が必要な人には社協が対応

○R5から重層的支援体制整備事業の参加支援事業に位置付け

シニアに加えて、複合的な課題を抱えた人などで就労支援が必要な人も対応

事業概要
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事業イメージ

生涯活躍を目指した参加支援の取組（生涯活躍就労支援事業）概要

就労支援が
必要な人

相談

プラン作成

利用者（全世代）
※複合的な課題を抱えた人など

利用者に応じたマッチング支援・定着支援・企業開拓

就労・活動先企業など

利用者（シニア）
※おおむね５５歳以上

一般雇用が難しい人、
家計相談・ボランティア相談等

生涯かつやく支援センター（社会福祉協議会）

総合受付・支援機関の振分け・運営管理

就労支援機関

民間就労支援機関
（穴吹カレッジサービス）

生涯かつやく
支援センター

（社会福祉協議会）

各相談機関
（包括的相談支援機関等）

相談

寄り添いサポートセンター
支援付就労推進事業
就労準備支援事業

ボランティアセンター等

〇社会とのつながりが必
要な人について、企業
等とのマッチングによ
るつながりを創出する

〇複合的な課題を抱えて
いる人や通常の就労支
援では対応困難なケー
スについては、プランを
作成し、より丁寧な支援
を実施

〇重層的アセスメント会議、
重層的支援調整会議を
毎月開催し、課題共有・
プラン検討、進捗管理
を徹底

〇支援関係機関との確実
な連携

＜ポイント＞

重層的支援会議（アセスメント会議・支援調整会議）

阻害要因 小 阻害要因 中～大 連携

地域づくり
に向けた
支援事業等

マッチング

定着支援

参加支援



利用者

業務の流れ参加支援
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岡山市生活困窮者のための地域づくりとは

16

生活困窮者の自立と尊厳の確保

生活困窮者支援を通じた地域づくり

生活困窮者自立支援制度の目指すべき

理念

支援者 企業等

① 一般就労

② 支援付き就労や就労訓練

③ 外に出るきっかけづくり

① 支援者の理解

② きめ細やかな働き方支援

③ 業務の切り分け

マッチング

参加支援・
地域づくり



課題解決に向けた岡山市支援付就労推進事業の位置付け
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個別支援
・地域福祉ニーズを踏まえた地域サービス
の創出を図るために必要な事業等を実施

・事業目標設定
・有識者等第三者が参画した検証の場で評
価

企業等開拓※

関係機関
福祉事務所

寄り添いサポートセンター等

就労の場（居場所）の創出

連
携

※開拓先企業等受け入れ内容
・ボランティア（居場所）
・職場見学
・職場体験
・認定就労訓練事業
・一般就労（無料職業紹介）等

○企業文化を把握
○貧困ビジネス防止

支
援
要
請

マッチング
○即戦力としてのストレングス
開拓
○伴走型支援

支援付
就労推進

支援付就労推進事業における重層的支援体制
整備事業の構成

参加支援

地域づくり

生活困窮者自立支援制度及び重層的支援体制
整備事業における支援付就労推進事業の位置
付け

参加支援・
地域づくり



居住支援法人

子ども食堂

フードバンク

コミュニティーフ

リッジ
外国人支援

生活困窮者支援

DV支援

令和５年度の今後の取り組み

18

※６団体

※45団体

生活困窮者支援体制を構築するための
プラットフォーム整備事業

参加支援・
地域づくり



取組目標の考え方
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従来の生活困窮プラン

重層事業のプラン

新プランメニューの開拓

従来では対応できない人を支援

＋α 地域づくり

プラン数で取組目標を評価

参加支援・
地域づくり



第１層協議体
（福祉区）

●支え合い・助け合い活動を広める（創
出・充実、拡大とネットワーク化）

●多様な関係主体間において、地
域ニーズ等の情報共有を行い、連
携・協働により、支え合い、助け
合い活動を推進する

地域づくり関係部署・機関ネットワーク

話し合いの場づくり

居場所・通いの場づくり

●身近な地域で支え合いの仕組みづくりについて地
域住民や各種団体等が話し合い実践する場である
地域支え合い推進会議の設置

●介護予防ができる「通いの場」
●高齢者が互いに支え合う「居場所」

話し合いをすることにより、地域での足り
ない活動や困っている人の支援など、地
域の実情に応じた取り組みを創り出して
いく。

支え合い・困りごと支援

地域づくりの支援体制を強化

普及啓発

担い手の掘り起し

●フォーラムや地域へ出向いて
勉強会の開催

●生活・介護支援サポーター養成
●フォローアップ講座

●支え合い通信、
活動事例集の発行
●地域資源の情報
提供

情報収集・提供

●連携の場を設置（全市（おさかな会議）
・福祉区・小中学校区単位で実施）

地域づくりのお手伝い

機運醸成

●交流会の開催

支え合いの地域づくり

見守り活動

●声かけ訪問
●生活支援

第１層生活支援コーディネーター６名配置
第２層生活支援コーディネーター14名配置

（岡山市社会福祉協議会に委託）

生活支援体制整備事業概要

第１層協議体

第２層協議体

地域づくり
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「もっと元気になりたい！」

身近に
集まる場所が

ほしい できるだけ
人の世話には
ならないように

最近、足腰が
衰えてきた

人と会うこと
がなくなった

あまり外へ
出なくなった

介護予防センターへ連絡

※体操ができる場所とイス、
DVDの再生機が必要

・自分たちで、DVDを見ながら体操

・体操だけでなく、茶話会や食事会

なども合わせて行うと、より楽し

い集いの場に…

集いの場で体操の実施

●翌年からは、年2回まで、介護予防センターの職員が出向き、

体力測定や講話を行う

●年1回、取り組み団体の全体交流会・地区別交流会を開催

●体操の運営等介護予防に関するサポーターを養成し、必要な団体

に派遣（サポーターのフォローアップ研修も実施）

体操を続けていくための支援

地域介護予防活動支援事業（介護予防センター事業）概要

【実施のための条件】

週1回体操を続けるぞ！

5名以上仲間が集まった！

団体数421
（R5.4時点）

講座を出前（３回）

・センターの専門職が出向き、体操の

ポイント解説や講話を行う

・体操のDVDや資料を提供

地域づくり
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